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山
茶
花
大
学 

全
10
回
講
座
を
終
了
し
ま
し
た 

 
２
月
５
日
（
水
）
に
、
山
茶
花
大
学
の
10
回

目
の
講
座
を
実
施
し
ま
し
た
。 

 

今
年
度
最
後
の
講
座
は
、
宮
城
健
康
生
き
が
い

づ
く
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
児
玉
悟
先
生
を
お
招

き
し
、『
わ
れ
ら
笑
楽
生
（
し
ょ
う
が
く
せ
い
）

花
の
十
代
』
の
タ
イ
ト
ル
で
行
わ
れ
、
100
歳
に

な
る
ま
で
は
ま
だ
十
代
、
笑
い
な
が
ら
人
生
を
楽

し
む
た
め
に
で
き
る
こ
と
を
、
替
え
歌
や
体
を
使

っ
た
体
操
で
学
び
ま
し
た
。 

 
 

 

児
玉
先
生
の
講
座
は
、
受
講
生
の
参
加
型
で
し

た
の
で
、
受
け
が
よ
く
、
ど
っ
と
笑
い
が
起
き
る

楽
し
い
時
間
で
し
た
。 

 

今
回
の
講
座
で
全
10
回
の
山
茶
花
大
学
の
講

座
が
終
了
し
ま
し
た
。
以
前
好
評
だ
っ
た
先
生

や
、
初
め
て
お
招
き
す
る
先
生
な
ど
、
運
営
に
も

十
分
注
意
し
な
が
ら
の
実
施
で
し
た
が
、
無
事
に

「「 

 

終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

今
年
度
の
全
10
回
の
講
座
は
次
の
と
お
り
で

し
た 

第
１
回 

岡
崎 

浩
子 

先
生 

 

『
全
身
を
使
っ
て
脳
ト
レ
』 

第
２
回 

菅
原 

敏
幸 

先
生 

 

『
生
涯
現
役 

い
つ
ま
で
も
健
康
長
寿
』 

第
３
回 

小
幡 

忠
義 

先
生 

 

『
ひ
も
ト
レ
な
ど
で
生
き
生
き
健
康
体
操
』 

第
４
回 

高
橋 

博
子 

先
生 

 

『
星
座
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
』 

第
５
回 

庄
司
恵
子
氏 

た
ら
さ
わ
か
す
み
氏 

 

『
へ
ら
へ
ら
ト
ー
ク
パ
ー
ト
Ⅴ
』 

第
６
回 

星
野 

誠 

先
生 

 
『
気
象
情
報
と
災
害 

知
る
こ
と
で
備
え
る
』 

第
７
回 

高
橋 

守
克 

先
生 

 

『
遺
跡
が
語
る
災
害
の
歴
史 

 
 
 
 
 
 
 
 

多
賀
城
市
周
辺
を
中
心
に
』 

第
８
回 

川
上 
淳
子 

先
生 

 

『
イ
ラ
イ
ラ
に
さ
よ
う
な
ら 

 

怒
り
を
人
生
の
原
動
力
に 

ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
す
す
め
』 

第
９
回 

多
賀
城
市
芸
術
文
化
協
会 

 

『
新
春
の
つ
ど
い
』 

第
10
回 

児
玉 

悟 

先
生 

 

『
わ
れ
ら
笑
楽
生 

花
の
十
代
』 

 

 

今
回
の
講
座
は
ど
れ
も
非
常
に
好
評
で
、
終
了

後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
も
満
足
度
が
高
い
状
況
で
し

た
。 

 

特
に
、
第
６
回
目
は
、
Ｔ
Ｂ
Ｃ
気
象
台
の
星
野

誠
気
象
予
報
士
を
お
招
き
し
、
テ
レ
ビ
な
ど
で
報

道
に
携
わ
る
専
門
家
の
方
に
、
最
近
の
気
象
状
況

や
災
害
を
詳
し
く
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
実

施
し
た
の
が
10
月
30
日
で
し
た
が
、
こ
の
月
は

10
月
12
日
の
台
風
19
号
に
よ
る
災
害
で
、
他
県

に
も
甚
大
な
被
害
が
出
た
ほ
か
、
多
賀
城
市
も
避

難
所
が
設
置
さ
れ
、
各
地
域
で
大
雨
に
よ
る
冠
水

も
起
こ
っ
た
時
期
で
し
た
の
で
、
注
目
が
高
か
っ

た
講
座
で
し
た
。 

 

他
の
講
師
も
非
常
に
受
け
が
よ
く
、
企
画
側
と

し
て
も
非
常
に
運
営
が
し
や
す
く
感
謝
す
る
次

第
で
す
。 

令
和
２
年
度
は
、
内
容
を
大
き
く
変
え
て
実
施

予
定
で
す
。
三
館
合
同
で
の
文
化
セ
ン
タ
ー
で
の

講
座
（
９
月
・
第
５
回
目
で
実
施
予
定
）、「
新
春

の
つ
ど
い
（
令
和
３
年
１
月
後
期
４
回
目
（
９
回

目
）
で
実
施
予
定
）
は
継
続
し
て
行
う
予
定
で
す
。

ま
た
、
中
央
公
民
館
と
同
じ
内
容
で
実
施
い
た
し

ま
す
の
で
、
都
合
が
悪
い
場
合
は
中
央
公
民
館
、

大
代
地
区
公
民
館
の
い
ず
れ
か
の
日
程
で
の
受

講
が
可
能
で
す
の
で
、
次
年
度
も
申
し
込
み
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 
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新
年
研
修
会
に
参
加
し
ま
し
た 広

報
部 

１
月
24
日
（
金
）
に
、
塩
釜
地
区
防
災
安
全

協
会
が
主
催
す
る
、
新
年
研
修
会
に
参
加
し
ま
し

た
。 防

災
、
減
災
へ
の
啓
発
の
た
め
、
様
々
な
講
話

を
行
っ
て
い
る
研
修
会
で
、
今
回
は
、
宮
城
県
地

名
研
究
会
、
会
長
太
宰
幸
子
先
生
を
講
師
に
招
い

て
の
「
地
名
か
ら
学
ぶ
災
害
に
つ
い
て
」
の
講
話

で
し
た
。 

太
宰
先
生
は
、
過
去
に
大
代
地
区
公
民
館
の
山

茶
花
大
学
で
も
、
地
名
に
つ
い
て
の
講
話
を
行
っ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
。
今
回
の
研
修
会
で

は
、
多
賀
城
や
塩
釜
な
ど
、
近
場
中
心
の
講
話
を

頂
い
た
の
で
、
大
代
地
区
の
横
穴
墓
群
な
ど
の
話

も
あ
り
ま
し
た
。 

地
名
に
は
、
良
い
言
葉
（
例
え
ば
『
祝
』、『
寿
』

『
桜
』、『
梅
』
等
）
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ

り
、
文
字
的
に
み
る
と
縁
起
の
良
い
地
名
に
見
え

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
こ
は
、
決
し
て
過
去

に
良
い
こ
と
が
あ
っ
て
つ
け
ら
れ
た
わ
け
で
は

な
く
、
文
字
な
ど
が
普
及
し
て
い
な
か
っ
た
当
時

か
ら
呼
ん
で
い
た
地
名
に
、
縁
起
の
良
い
文
字
を

当
て
た
た
め
、
良
い
言
葉
が
使
わ
れ
て
い
る
の
だ

そ
う
で
す
。 

地
名
は
過
去
に
起
き
た
災
害
を
戒
め
る
た
め

に 

に
、
先
祖
が
伝
え
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
海
や
河

川
に
近
い
場
所
に
は
水
害
の
、
山
の
近
い
場
所
に

は
土
砂
崩
れ
な
ど
の
へ
の
注
意
を
促
す
地
名
が

残
っ
て
い
ま
す
。 

例
え
ば
、
動
物
の
名
前
（
猿
・
鹿
・
蛇
）
で
あ

っ
た
り
、
植
物
（
桜
・
梅
・
椿
）
な
ど
は
過
去
に

何
ら
か
の
災
害
が
あ
っ
た
ケ
ー
ス
が
多
い
と
の

こ
と
で
し
た
。
一
例
と
し
て
、
蛇
の
つ
く
場
合
は

蛇
の
動
く
よ
う
な
地
滑
り
の
危
険
が
過
去
あ
っ

た
。
梅
（
う
め
）
は
、
埋
め
（
う
め
）
で
、
埋
め

立
て
た
地
名
で
あ
っ
た
り
し
た
そ
う
で
す
。 

 

現
在
の
、
○
○
丁
目
、
○
○
番
地
な
ど
は
後
世

の
呼
び
方
で
、
以
前
に
そ
こ
で
災
害
が
あ
っ
た
こ

と
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
て
、
危
険

の
察
知
や
対
策
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
。
大
切
な

の
は
、
今
、
自
身
が
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ
が
、
昔

は
何
と
呼
ば
れ
て
い
た
の
か
と
い
う
こ
と
、
字
で

は
な
く
、
『
発
音
』
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
と
の

こ
と
で
し
た
。 

 

今
回
の
研
修
会
の
後
、
太
宰
先
生
と
直
接
お
話

し
す
る
機
会
が
あ
り
、「『
戒
め
と
し
て
の
悪
い
地

名
』
に
対
し
て
『
こ
こ
は
安
全
と
い
っ
た
良
い
地

名
』
は
あ
り
ま
す
か
？
」
と
質
問
し
ま
し
た
。
研

究
上
、
意
味
と
し
て
よ
い
言
葉
で
つ
い
た
地
名
は

な
い
と
の
こ
と
で
し
た
。
言
葉
と
し
て
残
し
て
い

る
以
上
、
や
は
り
戒
め
の
意
味
合
い
が
強
い
の
だ 

 

と
感
じ
ま
し
た
。 

 
 

山
王
地
区
公
民
館 

 
 

山
王
大
学
の
講
師
を
し
ま
し
た 

２
月
19
日
（
水
）
多
賀
城
市
山
王
地
区
公
民

館
主
催
の
山
王
大
学
の
後
期
３
回
目
の
講
座
で
、

大
代
地
区
公
民
館
職
員
が
講
師
と
な
り
、「
脳
ト

レ
！
筋
ト
レ
！
ス
ク
エ
ア
ス
テ
ッ
プ
」
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。 

ス
ク
エ
ア
ス
テ
ッ
プ
は
、
縦
横
25
㎝
、
横
に

４
マ
ス
、
縦
に
10
マ
ス
の
専
用
の
マ
ッ
ト
（
ス

ク
エ
ア
ス
テ
ッ
プ
マ
ッ
ト
）
を
使
用
し
、
講
師
の

通
っ
た
と
お
り
の
マ
ス
を
踏
み
な
が
ら
、
歩
く
脳

ト
レ
体
操
で
す
。 

（
ス
ク
エ
ア
ス
テ
ッ
プ
マ
ッ
ト
） 

 
 

こ
の
講
座
は
、
足
腰
の
強
化
が
期
待
で
き
る
ほ

か
、
頭
を
使
っ
て
考
え
な
が
ら
歩
く
の
で
脳
ト
レ

に
も
な
る
と
い
う
も
の
で
す
。 
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参
加
さ
れ
た
方
々
は
、
規
則
通
り
の
マ
ス
を
通

る
た
め
に
考
え
な
が
ら
進
ん
で
い
ま
し
た
。
足
元

に
集
中
し
、
足
を
上
げ
る
こ
と
を
意
識
し
な
が
ら

行
う
の
で
、
普
通
に
歩
く
よ
り
も
、
全
身
を
使
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
疲
れ
は
よ
り
感
じ
ま
す
が
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
効
果
は
高
い
も
の
で
す
。
午
前

10
時
か
ら
約
90
分
、
ス
ク
エ
ア
ス
テ
ッ
プ
の
説

明
と
実
技
で
講
師
と
し
て
も
楽
し
み
な
が
ら
行

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

 

次
年
度
は
大
代
地
区
公
民
館
で
も
実
施
予
定

で
す
の
で
、
皆
様
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

 
 

 

多
賀
城
市
教
育
功
績
者
等
表
彰
式 

平
成
31
年
度
年
度
表
彰
者 

 

（
社
会
教
育
振
興
（
個
人
） 

大
代
関
連
） 

 

我
妻

わ
が
つ
ま 

勝 か
つ

治 じ 

さ
ん 

 

 

（
児
童
・
生
徒
の
顕
彰 

東
豊
中 

大
代
関
連
） 

第
68
回
宮
城
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会 

 

弓
道
競
技 

女
子
個
人 

第
１
位 

安
住

あ
ず
み 

花
樹

か
じ
ゅ 

さ
ん 

 

多
賀
城
市
青
少
年
善
行
者
表
彰 

（
大
代
関
連
） 

宮
城
県
塩
釜
高
等
学
校
３
学
年 

濱
須

は

ま

す 

美
紗

み

さ 

さ
ん 

  

表
彰
さ
れ
た
方
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

交
通
安
全
教
室
＆
お
友
だ
ち
づ
く
り 

生
活
安
全
部 

新
入
学
児
童
を
対
象
に
交
通
安
全
教
室
を
開

催
し
ま
す
。 

日 

時 

３
月
29
日
（
日
）
午
前
10
時
～
正
午 

場 

所 

大
代
地
区
公
民
館 

体
育
室
・
会
議
室 

内 

容 

交
通
安
全
講
話
・
実
技
・
遊
び
等 

参
加
費 

無
料
（
参
加
し
た
お
子
様
に
お
み
や
げ

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。） 

※
詳
し
く
は
配
布
の
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

  

 

記
帳
所
の
設
置
に
つ
い
て 

東
日
本
大
震
災
か
ら
９
年
目
と
な
る
令
和
２
年

３
月
11
日
（
水
）
に
大
代
地
区
公
民
館
玄
関
内
に

記
帳
所
を
設
置
し
ま
す
。
多
く
の
方
の
、
ご
記
帳

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 

 

※
お
詫
び 

広
報
ふ
れ
あ
い
の
11
月
号
・
12
月
号
が
、
両

方
と
も
第
401
号
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
正
し
く

は
、
12
月
号
が
第
402
号
と
な
り
ま
す
の
で
、
お

詫
び
し
、
左
記
の
と
お
り
修
正
い
た
し
ま
す
。 

記 

 

ふ
れ
あ
い
11
月
第
401
号→

そ
の
ま
ま 

 

ふ
れ
あ
い
12
月
第
401
号→

第
402
号 

 

ふ
れ
あ
い
１
月
第
402
号→

第
403
号 

 

ふ
れ
あ
い
２
月
第
403
号→

第
404
号 

 

ふ
れ
あ
い
３
月
第
405
号
（
今
号
） 


